
私が小学校高学年の頃、自営業のう

ちは不景気に襲われて、元々鬱病持

ちだった父は引きこもりに、母はＳ

Ｍクラブの女王様になった。

それが当たり前になった生活は五年

か六年程続き、私は十六歳になった。

高校二年生の春、ついに家族が壊れ

た。

父は四つ下の弟と、

母は建設会社の社長と、母の中には秋に生まれる予定だという命が居た。

私は独りになった。
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毎週月曜日

銀行口座に振り込まれている三千円

「お繋ぎできませんでした」

不足しているのは心の中で、

すれ違うたびに擦れていく心の意思

表示

また自分の心の声を噛み殺した。

帰宅ラッシュ

目の前には学校帰りらしい、女学生

が三人並んで座っていて、一人ずつ

下車していく。

一人、また一人と

各駅停車は人生みたいだ。

目紛しく様々な人が降りては乗って

くる。

他の路線で人身事故が発生したとい

うアナウンス

今日もどこかで人と人が別れ、どこ

かで人と人が出逢い、どこかで命が
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